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11 月 23 日（金）労働は神聖なり 

労働は神聖である。その意識をお互いにつよく持ちたい

ものだと思う。 

私は、労働は神聖であり、その聖職に当たっているのだ

という誇りから、労働それ自体も、より価値あるものにな

るというか、その能率、生産性も知らず識らずのうちに上

がってくると思う。 

そのように生産性が上がって、仕事の成果も高まれば、そ

れは労働者に、より大きな報酬賃金をもたらすことになろ

う。つまり、労働の喜びという精神的な面だけでなく、物

質的な面での向上進歩もあるわけで、言ってみればそうし

た意識、誇りから物心一如の繁栄なり幸福なりが生まれて

くると思うのである。 

 

11 月 24 日（土）不可能を可能にする 

ある製品の価格を一年ほどの間に三割も引き下げて注

文をとっている会社のことが新聞の記事に載っていまし

た。以前は非常に儲けすぎていたのだと言えばそれまでで

す。しかし、以前と言えどもある程度の利益以外は取って

いなかっただろうと思いますし、今度と言えども赤字では

やっていないだろうと思います。 

そうすると、そこにはなんらかの工夫があったと考えられ

ます。経営の考え方とか、仕方に工夫をこらして、価格を

引き下げても引き合うという方法を見出しているのです。

そうした成果は、“不可能を可能にする道は必ずある”と

みずから考え努力していくところから生まれてくるもの

ではないでしょうか。 
 

11 月 25 日（日）人間としての努め 
 命をかける──それは偉大なことです。命をかける思い

があるならば、ものに取り組む態度というものがおのずと

真剣になる。したがって、ものの考え方が一新し、創意工

夫ということも、次つぎに生まれてきます。お互いの命が、

生きて働くからです。 

 そうすると、そこから私たち人間が繁栄していく方法と

いうものが、無限にわき出てくると言えるのではないでし

ょうか。この無限にひそんでいるものを一つ一つ捜し求め

ていくのが、人間の姿であり、私たちお互いの、人間とし

ての勤めであると思います。もうこれでいい、けっしてそ

う考えてはならない。それは人間の勤めを怠る人だと私は

思います。 

 

11 月 26 日（月）要求者たれ 

 経営者にとって、とくに大事な点は何かというと、それ

は“要求者になる”ということだと思います。社員の人た

ちに、会社の方針はこうだから、こういうようにやろうで

はないか、諸君も努力して欲しい、という強い呼びかけを

持つということです。それが社長の仕事だと思います。社

長がそういうことを言わなければ、社員は何をどういうふ

うにやっていいのか分からないということになって、力強

いものは生まれてきません。 

 ですから、経営者は強い理想というか希望というものを

打ち立てて、これを社員のすべてに要望、要求することが

肝要なのです。要望を持たない社長は存在の意義がないと

思うのです。 

 

11 月 27 日（火）人間としての成功 

人にはおのおのみな異なった天分、特質というものが与

えられています。言いかえれば万人万様、みな異なった生

き方をし、みな異なった仕事をするように運命づけられて

いるとも考えられると思うのです。 

私は、成功というのは、この自分に与えられた天分を、

そのまま完全に生かし切ることではないかと思います。そ

れが人間として正しい生き方であり、自分も満足すると同

時に働きの成果も高まって、周囲の人びとをも喜ばすこと

になるのではないでしょうか。 

そういう意味からすれば、これをこそ“人間としての成

功”と呼ぶべきではないかと考えるのです。 

 

11 月 28 日（水）とどめを刺す 

 日々のお互いの仕事の中で、もうちょっと念を入れてお

いたら、とあとから後悔することが少なくないような気が

する。 

 一生懸命に努力して、せっかく九九％までの成果を上げ

ても残りのわずか一％の「止め」がしっかりと刺されてい

なかったら、それは結局はじめからやらなかったと同じこ

とになる。いや中途半端にやっただけ、むしろマイナスに

なる場合が多いのではあるまいか。念には念を入れよ、で

ある。仕事を完全にやり通すのに念の入れ過ぎということ

はないのである。とどめを刺さない仕事ぶりがあったら、

お互いにその不徹底を大いに恥とするほどの厳しい心が

けを持ちたいものである。  

 

11 月 29 日（木）値引く以上のサービスを 

商人は、自分の信念なり事業観に基づいて適正利潤とい

うものを確保し、顧客を大事にしつつ商人としての社会的

責任を果たしていくことが肝要で、それが社会共通の繁栄

に結びつく望ましい姿だと思います。 

そして、そうした望ましい商売をしていくためには適当

にかけ引きをして値段をまけるというのではなく、最初か

ら十分勉強した適正な値段をつけて、それは値切られても

まけない、逆にお客さんを説得し納得していただくという

ことでなければいけません。その上で“あの店は値引く以

上に価値あるサービスをしてくれる”という評判をお客さ

んからいただくような商売をすることが大事だと思いま

す。 

 


